
JP 5609561 B2 2014.10.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と；
　投影レンズを含む投影部と、
　前記投影レンズが設けられ、前記装置本体の上下方向に形成される開閉軸を中心に開閉
可能に、かつ、前記開閉軸に直交する回転軸を中心に回転可能に連結された開閉部と；
　を備え、
　前記投影レンズは、前記投影レンズが外側を向くように前記開閉部が前記装置本体に対
して閉じられた閉状態において、前記開閉部の回転軸より上側に位置するように設けられ
、
　前記投影部は、前記開閉部が前記閉状態から回転無しに開かれた状態において前記装置
本体の上側を向く方向に画像を投影する、投影装置。
【請求項２】
　前記装置本体は、
　撮像部と；
　前記開閉部と前記装置本体とを連結する連結部と；
を有し、
　前記連結部は、前記撮像部の光軸方向における被写体側に位置する、請求項１に記載の
投影装置。
【請求項３】
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　前記投影レンズは、前記開閉部の前記回転軸の形成方向上で前記連結部から遠い側に設
けられる、請求項２に記載の投影装置。
【請求項４】
　前記投影装置は、
　前記開閉部の前記装置本体に対する連結状態を検出する検出部と；
　前記検出部による検出結果に応じて前記投影部に画像を投影させるか否かを制御する投
影制御部と；
をさらに備える、請求項１に記載の投影装置。
【請求項５】
　前記投影制御部は、前記投影レンズが内側を向くように前記開閉部が前記装置本体に対
して閉じられた連結状態を前記検出部により検出された場合、前記投影部から画像が投影
されないように前記投影部を制御する、請求項４に記載の投影装置。
【請求項６】
　前記投影制御部は、前記開閉部の回転角度が所定範囲外である連結状態を前記検出部に
より検出された場合、前記投影部から画像が投影されないように前記投影部を制御する、
請求項４に記載の投影装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像装置には液晶パネルが実装されており、ユーザは、撮像装置により撮像され
た動画や静止画などのコンテンツを液晶パネルの表示を見て確認することができる。また
、撮像装置と投影装置を接続すれば、ユーザはコンテンツを大画面で確認することが可能
となる。なお、投影装置については例えば特許文献１に記載されている。
【０００３】
　また、撮像装置にプロジェクターモジュールを実装することも提案されている。このよ
うな撮像装置によれば、投影装置と接続することなく、動画などを撮像直後に投影するこ
とが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２１９２２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の撮像装置では、撮像系の近傍にプロジェクターモジュールが設けられる
ので、投影時にプロジェクターモジュールで発生した熱が撮像系に伝播し、投影直後に撮
影を開始することが困難である。また、従来の撮像装置では、撮像方向と投影方向の関係
が固定的であるので、撮像装置本体を動かさないと投影方向を調整することが困難である
。また、プロジェクターモジュールの実装位置によっては、撮像装置を机や床に載置した
場合、壁への投影画像の下部が机や床に表示されてしまう場合が考えられる。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、ユーザによる使用感の向上を図ることが可能な、新規かつ改良された投影装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、装置本体と、投影レンズが設
けられ、前記装置本体の上下方向に形成される開閉軸を中心に開閉可能に、かつ、前記開
閉軸に直交する回転軸を中心に回転可能に連結された開閉部と、を備え、前記投影レンズ
は、前記投影レンズが外側を向くように前記開閉部が前記装置本体に対して閉じられた閉
状態において、前記開閉部の回転軸より上側に位置するように設けられる、投影装置が提
供される。
【０００８】
　前記装置本体は、撮像部と、前記開閉部と前記装置本体とを連結する連結部と、を有し
、前記連結部は、前記撮像部の光軸方向における被写体側に位置してもよい。
【０００９】
　前記投影レンズは、前記開閉部の前記回転軸の形成方向上で前記連結部から遠い側に設
けられてもよい。
【００１０】
　前記投影装置は、前記投影レンズを含む投影部をさらに備え、前記投影部は、前記開閉
部が前記閉状態から回転無しに開かれた状態において前記装置本体の上側を向く方向に画
像を投影してもよい。
【００１１】
　前記投影装置は、前記開閉部の前記装置本体に対する連結状態を検出する検出部と、前
記検出部による検出結果に応じて前記投影部に画像を投影させるか否かを制御する投影制
御部と、をさらに備えてもよい。
【００１２】
　前記投影制御部は、前記投影レンズが内側を向くように前記開閉部が前記装置本体に対
して閉じられた連結状態を前記検出部により検出された場合、前記投影部から画像が投影
されないように前記投影部を制御してもよい。
【００１３】
　前記投影制御部は、前記開閉部の回転角度が所定範囲外である連結状態を前記検出部に
より検出された場合、前記投影部から画像が投影されないように前記投影部を制御しても
よい。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本発明によれば、投影装置のユーザによる使用感の向上を図ること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による撮像装置の外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態による撮像装置の外観を示す斜視図である。
【図３】撮像画面の具体例を示した説明図である。
【図４】インデックス画面の具体例を示した説明図である。
【図５】再生画面の具体例を示した説明図である。
【図６】開閉部が本体に対して直角に開かれた状態を示した説明図である。
【図７】比較例にかかる開閉部に設けられた投影レンズからの投影状態を示した説明図で
ある。
【図８】本発明の実施形態による開閉部８に設けられた投影レンズ１８８からの投影状態
を示した説明図である。
【図９】プロジェクターモジュールの構成例を示した説明図である。
【図１０】本発明の実施形態による撮像装置の構成を示したブロック図である。
【図１１】開閉部の反転収納状態を示した説明図である。
【図１２】本発明の実施形態による第１の動作例を示したフローチャートである。
【図１３Ａ】投影可能な開閉部の回転角範囲の一例を示した説明図である。
【図１３Ｂ】投影可能な開閉部の回転角範囲の一例を示した説明図である。
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【図１４】本発明の実施形態による第２の動作例を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について詳細に説明する。なお、
本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については、同一
の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１７】
　また、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素を
、同一の符号の後に異なるアルファベットを付して区別する場合もある。ただし、実質的
に同一の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない場合、同一符
号のみを付する。
【００１８】
　また、以下に示す項目順序に従って当該「発明を実施するための形態」を説明する。
　　１．本発明の実施形態による撮像装置の基本構成
　　２．投影レンズの実装位置
　　３．本発明の実施形態による撮像装置の機能
　　４．本発明の実施形態による撮像装置の動作
　　　４－１．第１の動作例
　　　４－２．第２の動作例
　　５．むすび
【００１９】
　　＜１．本発明の実施形態による撮像装置の基本構成＞
　図１および図２は、本発明の実施形態による撮像装置１の外観を示す斜視図である。図
１に示したように、撮像装置１は、本体４、ヒンジ機構６、および開閉部８を備える。な
お、図１および図２には投影装置の一例として撮像装置１（ビデオカメラ）を示している
が、投影装置はかかる例に限定されない。例えば、投影装置は、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ
　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎ
ｔｓ）、家庭用ゲーム機器、携帯電話、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙｐｈｏｎ
ｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、携帯用音楽再生装置、携帯用映像処理装置、携帯用ゲーム機器など
の情報処理装置であってもよい。
【００２０】
　撮像装置１の本体４は、ズーム操作部２１と、マニュアル操作部２２と、静止画撮像操
作部２３と、モード操作部２４と、投影切替操作部２５と、撮像光学系３１と、を備える
。
【００２１】
　撮像光学系３１は、被写体から発せられる光を集光する撮影レンズおよびズームレンズ
を備え、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）またはＣＭＯＳ（Ｃｏ
ｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）など
の信号変換部に被写体像を形成する撮像部である。被写体像が信号変換部に形成されると
、被写体像は信号変換部により電気的な画像信号に変換される。
【００２２】
　ズーム操作部２１は、撮像光学系３１の焦点距離を変更するためのユーザ操作を受け付
ける。ズーム操作部２１は、図１に示したように例えばワイド側またはテレ側に傾倒可能
なレバーで構成される。この場合、撮像光学系３１は、当該レバーがワイド側に傾倒され
ると焦点距離を短くし（被写体像を縮小し）、当該レバーがテレ側に傾倒されると焦点距
離を長くする（被写体像を拡大する。）。
【００２３】
　マニュアル操作部２２は、撮像光学系３１の焦点を合わせるためのユーザ操作を受け付
ける。マニュアル操作部２２は、図１に示したように例えば時計周り、または反時計周り
に回転可能なダイヤルで構成される。この場合、撮像光学系３１は、当該ダイヤルの回転
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方向および回転量に応じて焦点位置を調整する。
【００２４】
　静止画撮像操作部２３は、静止画を撮像するためのユーザ操作を受け付ける。静止画撮
像操作部２３は、図１に示したように例えば押圧式のボタンで構成される。この場合、撮
像装置１は、当該ボタンの押圧に応じて静止画を撮像することにより、静止画の画像デー
タを取得する。
【００２５】
　モード操作部２４は、撮像装置１の動作モードを切り替えるためのユーザ操作を受け付
ける。ここで、撮像装置１の動作モードは、一例として撮影モードと再生モードとに大別
される。また、モード操作部２４は、図１に示したように例えば押圧式のボタンで構成さ
れる。この場合、撮像装置１は、当該ボタンの押圧に応じて動作モードを撮影モードと再
生モードとの間で切り換える。
【００２６】
　なお、撮影モードは、撮像光学系３１および信号変換部などを動作させることにより被
写体を撮像するための動作モードである。一方、再生モードは、例えば撮影モードにおい
て取得された画像データを再生するための動作モードである。これら動作モードの詳細に
ついては図３～図５を参照して後述する。
【００２７】
　投影切替操作部２５は、撮像装置１により生成した画面を投影レンズ１８８から投影す
るか否かを切り替えるためのユーザ操作を受け付ける。例えば、投影切替操作部２５は、
図１に示したように例えば押圧式のボタンで構成される。この場合、撮像装置１は、当該
ボタンの押圧に応じて画面を投影レンズ１８８から投影するか否かを切り替える。なお、
画面が投影レンズ１８８から投影されている間、タッチパネル１２は、投影画面と同一の
画面を表示してもよいし、投影画面と異なる画面を表示してもよいし、画面を非表示にし
てもよい。
【００２８】
　以上、撮像装置１の本体４の構成を説明した。続いて、本体４にヒンジ機構６（連結部
）を介して連結される開閉部８の構成を説明する。
【００２９】
　開閉部８は、ヒンジ機構６により、図２に示した本体４の上下方向に形成される開閉軸
Ｌ１回りに開閉可能に、かつ、開閉軸Ｌ１と直交する回転軸Ｌ２回りに回転可能に本体４
と連結されている。図１には、投影レンズ１８８が外側を向くように開閉部８が本体４に
対して閉じられた基本収納状態（閉状態）を示しており、図２には、開閉部８が開閉軸Ｌ
１回りに回転することにより本体４に対して開かれた状態を示している。
【００３０】
　このような開閉部８は、図１に示したように、一方の面に投影レンズ１８８を備え、図
２に示したように、他方の面にタッチパネル１２を備える。
【００３１】
　タッチパネル１２は、表示機能および操作検出機能を有する操作表示部の一例である。
タッチパネル１２は、撮影モードにおいては撮像光学系３１により集光されている被写体
の画像を表示し、再生モードにおいては後述のインデックス画面または再生画面などを表
示することができる。また、ユーザは、タッチパネル１２を操作することにより撮像装置
１に各種指示や情報を入力することも可能である。
【００３２】
　投影レンズ１８８は、撮像装置１により生成された画面を投影するプロジェクターモジ
ュール（投影部）の一構成要素である。プロジェクターモジュールは、投影切替操作部２
５に対するユーザ操作に応じ、例えば後述のインデックス画面または再生画面などを投影
することができる。このプロジェクターモジュールの構成例については図９を参照して後
述する。
【００３３】



(6) JP 5609561 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

　以上、本発明の実施形態による撮像装置１の外観構成を説明した。続いて、撮像装置１
の動作モードである撮影モードおよび再生モードについて説明する。
【００３４】
　撮影モードは、撮像光学系３１および信号変換部などを動作させることにより被写体を
撮像するための動作モードである。この撮影モードにおいては、図３に示すように、撮像
光学系３１による被写体の撮像画面Ｒがタッチパネル１２に表示される。さらに、撮像画
面Ｒが録画中である場合、撮像画面Ｒには図３に示したように録画マーク６２が付加され
る。
【００３５】
　なお、撮影モードにおいてユーザにより静止画撮像操作部２４が押圧された場合、撮像
装置１は、被写体の静止画を撮像して静止画の画像データを取得する。
【００３６】
　そして、撮影モードにおいてユーザによりモード操作部２４が押圧されると、撮像装置
１は動作モードを再生モードに切り替える。再生モードは、コンテンツデータを再生する
ための動作モードである。このため、撮像装置１は、再生モードへの切替後、再生対象の
コンテンツデータをユーザが選択するためのインデックス画面Ｉを生成する。
【００３７】
　図４は、インデックス画面Ｉの具体例を示した説明図である。図４に示したように、イ
ンデックス画面Ｉは、複数のコンテンツデータの各々に対応するサムネイルｓ１、ｓ２、
ｓ３・・・を含む。なお、コンテンツデータは、撮像装置１が撮像により取得した画像デ
ータであってもよいし、外部から取得された画像データであってもよい。また、コンテン
ツデータのデータ種別は画像データに限定されず、コンテンツデータのデータ種別は、音
声データ、ゲーム、またはソフトウェアなどであってもよい。また、各サムネイルｓは静
止画であってもよいし、動画であってもよい。
【００３８】
　また、インデックス画面Ｉは、上方スクロールボタン６４および下方スクロールボタン
６６を含み、ユーザは、上方スクロールボタン６４または下方スクロールボタン６６を選
択することにより、インデックス画面Ｉを任意の方向にスクロールすることができる。
【００３９】
　また、ユーザは、インデックス画面Ｉにおいてカーソル６８を所望のサムネイルに合わ
せることにより、再生対象のコンテンツデータを選択することができる。そして、ユーザ
によりコンテンツデータの選択が決定されると、撮像装置１は、選択されたコンテンツデ
ータの再生を開始し、当該コンテンツデータの再生画面を生成する。
【００４０】
　図５は、コンテンツデータの再生画面Ｐの具体例を示した説明図である。図５に示した
ように、コンテンツデータの再生画面Ｐは、停止ボタン７１、巻き戻しボタン７２、再生
／一時停止ボタン７３、早送りボタン７４、およびリターンボタン７６を含む。
【００４１】
　撮像装置１は、ユーザにより停止ボタン７１、巻き戻しボタン７２、再生／一時停止ボ
タン７３、または早送りボタン７４が選択されると、選択されたボタンに応じてコンテン
ツデータの再生を制御する。例えば、撮像装置１は、ユーザにより停止ボタン７１が選択
されると、コンテンツデータの再生を停止する。また、撮像装置１は、ユーザによりリタ
ーンボタン７６が選択されると、コンテンツデータの再生を停止し、インデックス画面Ｉ
を生成する。
【００４２】
　なお、上記では撮影モードと再生モードの切替えがモード操作部２４へのユーザ操作に
応じて行われる例を説明したが、モード切替えのトリガはかかる例に限定されない。例え
ば、撮像装置１は、撮像画面Ｒに再生モードへの切替用ボタンを付加し、再生モードへの
切替用ボタンがユーザにより選択された場合に動作モードを再生モードに切り替えてもよ
い。同様に、撮像装置１は、インデックス画面Ｉや再生画面Ｐに撮影モードへの切替用ボ
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タンを付加し、撮影モードへの切替用ボタンがユーザにより選択された場合に動作モード
を撮影モードに切り替えてもよい。
【００４３】
　また、インデックス画面Ｉの構成は図４に示した例に限定されない。例えば、インデッ
クス画面Ｉは、画像データに関連する地図上の位置（例えば、撮像位置）に当該画像デー
タのサムネイルが重畳された画面であってもよいし、画像データに関連する時間軸上の位
置（例えば、撮像日時）に当該画像データのサムネイルが重畳された画面であってもよい
。
【００４４】
　また、撮像装置１は、再生モードにおいて、上記のインデックス画面Ｉや再生画面Ｐを
タッチパネル１２に表示することも、プロジェクターモジュール１８から投影することも
可能である。
【００４５】
　　＜２．投影レンズの実装位置＞
　以上、図１～図５を参照し、本発明の実施形態による撮像装置１の基本構成を説明した
。続いて、撮像装置１において投影レンズ１８８が設けられる位置に関するポイントを説
明する。
【００４６】
　（第１のポイント）
　図６は、開閉部８が本体４に対して直角に開かれた状態を示した説明図である。図６に
示したように、投影レンズ１８８は開閉部８に設けられる。ここで、開閉部８は、開閉軸
Ｌ１回りに開閉可能に、かつ、開閉軸Ｌ１と直交する回転軸Ｌ２回りに回転可能に本体４
と連結されている。このため、ユーザは、開閉軸Ｌ１回り、または回転軸Ｌ２回りに開閉
部８を回転させることにより、投影レンズ１８８の向き、すなわち、投影レンズ１８８か
らの投影方向を簡易に調節することができる。
【００４７】
　（第２のポイント）
　また、図６に示したように、投影レンズ１８８を含むプロジェクターモジュールは、撮
像光学系３１が設けられる本体４とヒンジ機構６を介して間接的に連結される。このため
、投影中にプロジェクターモジュールにおいて発生した熱が撮像光学系３１に伝播するこ
とを抑制することができる。その結果、プロジェクターモジュールにおいて発生した熱が
撮像光学系３１に伝播したことにより投影直後に撮影を開始できないという事態を回避可
能である。
【００４８】
　（第３のポイント）
　また、投影レンズ１８８は、図１に示した基本収納状態において開閉部８の回転軸Ｌ２
よりも上側に位置するように設けられる。以下、図７および図８を参照し、投影レンズ１
８８を回転軸Ｌ２よりも上側に設けることの意義を説明する。
【００４９】
　図７は、比較例にかかる開閉部９６に設けられた投影レンズ９８からの投影状態を示し
た説明図である。図７に示したように、比較例にかかる開閉部９６においては、投影レン
ズ９８は開閉部９６の回転軸Ｌ２よりも下側に設けられる。ここで、ユーザは、撮像装置
を床や机に載置して撮像装置に投影を行わせる場合が多いと考えられる。このため、比較
例による開閉部９６のように、投影レンズ９８が開閉部９６の回転軸Ｌ２よりも下側に設
けられる場合、図７に示したように、投影レンズ９８から壁への投影画像の下部が机や床
に遮られ易いという問題がある。
【００５０】
　これに対し、本実施形態おいては、投影レンズ１８８を基本収納状態において開閉部８
の回転軸Ｌ２よりも上側に位置するように設けることにより、図８に示したように、投影
レンズ１８８から壁への投影画像の下部が机や床に遮られてしまう場合を抑制することが
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可能である。
【００５１】
　（第４のポイント）
　また、基本収納状態から回転軸Ｌ２回りの回転が加えられていない状態において、投影
レンズ１８８から本体４の上側を向く方向に画像が投影されるようにプロジェクターモジ
ュールを構成することにより、上記問題を一層効果的に対処することができる。以下、図
９を参照し、このようなプロジェクターモジュールの構成例を説明する。
【００５２】
　図９は、プロジェクターモジュールの構成例を示した説明図である。図９に示したよう
に、プロジェクターモジュールは、光源１８２、光像表示部１８４、反射板１８６、およ
び投影レンズ１８８を含む。
【００５３】
　光源１８２は、白色光を射出する白色ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏ
ｄｅ）、および白色ＬＥＤからの射出光を拡散して光像表示部１８４に射出する光学系か
ら構成される。なお、本実施形態においては光源１８２が白色ＬＥＤで構成される例に重
きをおいて説明するが、光源１８２の構成はかかる例に限定されない。例えば、光源１８
２は高圧水銀ランプで構成されてもよい。
【００５４】
　光像表示部１８４は、投影するための画面を表示する液晶パネルである。光像表示部１
８４に表示された画面は、光源１８２からの射出光により反射板１８６に供給される。
【００５５】
　反射板１８６は、光像表示部１８４からの入射光を投影レンズ１８８に向けて反射させ
る。ここで、反射板１８６は、基本収納状態から回転軸Ｌ２回りの回転が加えられていな
い状態において、本体４の上側を向く方向に入射光を反射させるような角度を有する。投
影レンズ１８８は、反射板１８６により反射された画面を投影面に結像させる。
【００５６】
　このようなプロジェクターモジュールの構成により、投影レンズ１８８から壁への投影
画像の下部が机や床に遮られてしまう場合をより効果的に抑制することが可能である。
【００５７】
　（第５のポイント）
　さらに、投影レンズ１８８は、図６に示したように、開閉部８の回転軸Ｌ２の形成方向
上でヒンジ機構６から遠い側に設けられる。また、ヒンジ機構６は、撮像光学系３１の光
軸方向における本体４の被写体側（前方側）に設けられる。かかる構成により、図６に示
したように開閉部８が開かれた状態において投影レンズ１８８から画像を投影する場合に
、投影レンズ１８８からの投影画像が本体４に遮られてしまう場合を抑制することができ
る。
【００５８】
　　＜３．本発明の実施形態による撮像装置の機能＞
　図１０は、本発明の実施形態による撮像装置１の構成を示したブロック図である。図１
０に示したように、本発明の第１の実施形態による撮像装置１は、制御部１０、撮影部３
０および記録再生処理部４０を備える。
【００５９】
　また、撮影部（撮像部）３０は、撮像光学系３１、光学系制御部３２、信号変換部３３
、画像信号処理部３４、音声入力部３５および音声信号処理部３６を備える。
【００６０】
　撮像光学系３１は、内部に、被写体を撮像するためのレンズ群、絞り調整機構、フォー
カス調整機構、ズーム機構、シャッター機構、フラッシュ機構、および、手ぶれ補正機構
などを備え、信号変換部３３に被写体像を形成する。
【００６１】
　光学系制御部３２は、制御部１０からの制御信号を受けて、撮像光学系３１に供給する
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制御信号を生成する。そして、光学系制御部３２は、生成した制御信号を撮影光学系３１
に供給し、ズーム制御、シャッター制御、および、露出制御などの制御を行う。
【００６２】
　信号変換部３３は、上述したように例えばＣＣＤやＣＭＯＳなどの撮像素子により構成
される。この信号変換部３３は、操作入力部２０に対するユーザ操作に基づいて制御部１
０から画像取り込みタイミング信号が供給されると、撮像光学系３１により結像面に形成
された被写体像を電気的な画像信号に変換し、画像信号処理部３４に供給する。なお、撮
影モードにおいては制御部１０から画像取り込みタイミング信号が連続的に供給されるの
で、信号変換部３３は連続的に被写体像の画像信号の変換を行うことにより、複数フレー
ムの画像信号を取得する。
【００６３】
　画像信号処理部３４は、制御部１０からの制御信号に基づいて、画像信号についてのガ
ンマ補正やＡＧＣ（Ａｕｔｏ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などの処理を行うとともに、
画像信号をデジタル形式に変換する処理も行う。
【００６４】
　音声入力部３５は、撮影モード時に被写体周辺の音声を収集する。音声入力部３５は、
収集した音声を電気的な音声信号に変換して音声信号処理部３６に供給する。音声信号処
理部３６は、制御部１０からの制御信号に基づいて、音声信号についての補正やＡＧＣな
どの処理を行うとともに、音声信号をデジタル形式に変換する処理も行う。
【００６５】
　また、記録再生処理部４０は、図１０に示したように、符号化／復号回路４１、ディス
クインターフェース４２、記憶装置４４、出力処理部４５およびバッファメモリ４６を備
え、再生部および記録部として機能する。
【００６６】
　符号化／復号部４１は、撮影部３０から供給される画像信号および音声信号や、時刻情
報などの追加記録情報をＭＰＥＧ方式等により符号化し多重化して、画像データおよび音
声データを含む圧縮データに変換する符号化機能を有する。
【００６７】
　一方、符号化／復号部４１は、圧縮データから画像データおよび音声データなどを分離
し、画像データおよび音声データを画像信号および音声信号に復号する復号機能（再生機
能）も有する。
【００６８】
　また、符号化／復号部４１は、制御部１０からの制御信号に基づいて、画像信号処理部
３４から供給される画像信号に対して、自動ホワイトバランス制御、露出補正制御、デジ
タルズーム倍率に応じた拡大制御などをさらに行う。
【００６９】
　ディスクインターフェース４２は、符号化／復号部４１から供給された圧縮データを記
憶装置４４に書き込む。また、ディスクインターフェース４２は、記憶装置４４から圧縮
データを読み出して符号化／復号部４１に供給する。なお、記憶装置４４は、ＤＶＤ－Ｒ
（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）およびＢＤ
（Ｂｌｕ－Ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標））などの光ディスクであってもよい。
【００７０】
　出力処理部４５は、システムバス１０９を介して主制御部１００により制御される。ま
た、出力処理部４５は、符号化／復号部４１から供給される圧縮データを制御部１０や、
編集装置２００に供給する。ここで、編集装置２００は、例えば、出力処理部４５が備え
る出力端子を介して撮像装置１と接続された情報処理装置であってもよい。ユーザは、こ
の編集装置２００を用いて画像データや音声データなどの編集を行うことができる。
【００７１】
　バッファメモリ４６は、例えばＳＤＲＡＭなどにより構成され、符号化／復号部４１に
おける符号化または復号のための作業領域として利用される。
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【００７２】
　また、制御部１０は、図１０に示したように、主制御部１００、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏ
ｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）
１０２、操作入力部２０やタッチパネル１２からの操作入力を受け付ける操作入力インタ
ーフェース１０３、タッチパネル１２を制御する表示制御部１０４、メモリカード１４を
装填するメモリカードインターフェース１０５、撮影時刻の記録などに利用する時間情報
を生成する時計回路１０６、角度センサ１６からの信号から開閉部８の角度を検出する角
度検出部１０７、およびプロジェクターモジュール１８を制御するプロジェクター制御部
１０８が、システムバス１０９を介して接続されることにより構成される。
【００７３】
　主制御部１００は、撮像装置１全体の処理を司る構成であり、作業領域としてＲＡＭ１
０２を使用する。また、主制御部１００は、モード操作部２４に対するユーザ操作により
指定される動作モードに応じた制御を行なう。
【００７４】
　例えば、動作モードが撮像モードである場合、主制御部１００は、プロジェクター制御
部１０８およびプロジェクターモジュール１８への電力供給を停止し、表示制御部１０４
を介して、タッチパネル１２に画像信号処理部３４から供給される画像信号を表示させる
。
【００７５】
　また、動作モードが再生モードである場合、主制御部１００は、撮影部３０への電力供
給を停止し、符号化／復号部４１から供給される画像データの再生信号またはサムネイル
に基づいて再生画面Ｐまたはインデックス画面Ｉを生成し、表示制御部１０４を介してタ
ッチパネル１２に再生画面Ｐまたはインデックス画面Ｉを表示させる。
【００７６】
　ＲＯＭ１０１には、撮影部３０を制御するためのプログラムや、画像信号や音声信号の
記録制御および再生制御などを実行するためのプログラムが書き込まれている。
【００７７】
　操作入力インターフェース１０３は、接続される操作入力部２０およびタッチパネル１
２からの操作信号を主制御部１００に伝える。なお、図１に示したズーム操作部２１、マ
ニュアル操作部２２、静止画撮像操作部２３、モード操作部２４および投影切替操作部２
５などを操作入力部２０と総称する。
【００７８】
　表示制御部１０４は、画像信号処理部３４から供給される画像信号や、主制御部１００
により生成された再生画面Ｐまたはインデックス画面Ｉなどをタッチパネル１２に表示す
る制御を行なう。
【００７９】
　メモリカードインターフェース１０５は、符号化／復号回路４１から供給された圧縮デ
ータをメモリカード１４に書き込む。また、メモリカードインターフェース１０５は、メ
モリカード１４から圧縮データを読み出して符号化／復号回路４１に供給する。
【００８０】
　時計回路１０６は、年、月、日、時間、分、秒などを表わす時間情報を生成する。
【００８１】
　角度検出部１０７は、角度センサ１６からの信号に基づき、開閉部８の本体４に対する
開閉状態および回転状態を検出する。角度センサ１６は、例えば、開閉部８の両面に設け
られる磁石、および本体４に各磁石の位置に対応して異なる位置に設けられる磁気センサ
の組からなってもよい。この場合、角度検出部１０７は、各磁気センサによる磁界の検出
結果から、開閉部８が基本収納状態にあるか、反転収納状態にあるか、または開かれた状
態にあるかなどを検出することが可能である。さらに、角度検出部１０７は、開閉部８の
本体４に対する開閉角度および回転角度を検出してもよい。
【００８２】
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　プロジェクター制御部１０８（投影制御部）は、プロジェクターモジュール１８から投
影面３に画像を投影させるための制御を行なう。プロジェクター制御部１０８による制御
に基づき、例えば再生画面Ｐまたはインデックス画面Ｉがプロジェクターモジュール１８
から投影面３に投影される。
【００８３】
　また、プロジェクター制御部１０８は、角度検出部１０７により検出される開閉部８の
本体４に対する開閉状態および回転状態に応じ、プロジェクターモジュール１８からの投
影を中止させる制御を行う。以下、このような制御に基づく撮像装置１の動作を具体的に
説明する。
【００８４】
　　＜４．本発明の実施形態による撮像装置の動作＞
　　　（４－１．第１の動作例）
　図１１は、開閉部８の反転収納状態を示した説明図である。図１１に示したように、反
転収納状態は、投影レンズ１８８が内側を向くように開閉部８が本体４に対して閉じられ
た状態である。このような反転収納状態において投影が行われると、プロジェクターモジ
ュール１８において発生した熱が本体４に伝播し易く、また、投影光が本体４に照射され
るので、本体４の撮像光学系３１の温度が上昇することが予想される。そこで、第１の動
作例として、プロジェクター制御部１０８は、開閉部８が反転収納状態にある場合にはプ
ロジェクターモジュール１８による投影が行われないように制御する。以下、図１２を参
照して詳細に説明する。
【００８５】
　図１２は、本発明の実施形態による第１の動作例を示したフローチャートである。図１
２に示したように、プロジェクターモジュール１８による投影中に（Ｓ２０４）、開閉部
８が反転収納状態であることが角度検出部１０７により検出された場合（Ｓ２０８）、プ
ロジェクター制御部１０８は、主制御部１００からの命令に従ってプロジェクターモジュ
ール１８に投影を中止させる（Ｓ２１２）。
【００８６】
　そして、Ｓ２１２の後など、プロジェクターモジュール１８による投影が行われていな
い間にユーザにより投影切替操作部２５が操作された場合（Ｓ２１６）、プロジェクター
制御部１０８は、開閉部８が反転収納状態でなければ（Ｓ２２０）、プロジェクターモジ
ュール１８に投影を開始させる（Ｓ２２４）。
【００８７】
　一方、プロジェクター制御部１０８は、開閉部８が反転収納状態であることが角度検出
部１０７により検出された場合（Ｓ２２０）、プロジェクターモジュール１８に投影を開
始させず、表示制御部１０４が、タッチパネル１２に投影開始のための誘導画面を表示さ
せる（Ｓ２２８）。投影開始のための誘導画面としては、例えば、「タッチパネルを開い
て下さい。」や「投影レンズを外側に向けて下さい。」などのメッセージを含む画面が挙
げられる。その後、Ｓ２１６からの動作が繰り返される。
【００８８】
　以上説明した第１の動作例によれば、反転収納状態で投影が行われる場合を防止できる
ので、本体４の撮像光学系３１の温度上昇を抑制し、投影終了後に円滑に撮影を開始する
ことが可能となる。
【００８９】
　　　（４－２．第２の動作例）
　図１および図２などを参照して説明したように、投影レンズ１８８は、開閉部８におい
てタッチパネル１２の反対面に設けられる。このため、投影中のユーザによるタッチパネ
ル１２の操作性や、ユーザに向かった投影を回避することを考慮すると、開閉部８は、投
影レンズ１８８の向きが開閉軸Ｌ１と直交する開閉部８の状態を基準に、例えば図１３Ａ
に示したように反時計方向に０～４５度、および図１３Ｂに示したように時計方向に０～
４５度などの所定範囲内であることが望まれる。そこで、第２の動作例として、プロジェ



(12) JP 5609561 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

クター制御部１０８は、開閉部８の回転角が所定範囲外である場合にはプロジェクターモ
ジュール１８による投影が行われないように制御する。以下、図１４を参照して詳細に説
明する。
【００９０】
　図１４は、本発明の実施形態による第２の動作例を示したフローチャートである。図１
４に示したように、プロジェクターモジュール１８による投影中に（Ｓ３０４）、開閉部
８の回転角が所定範囲外であることが角度検出部１０７により検出された場合（Ｓ３０８
）、プロジェクター制御部１０８は、プロジェクターモジュール１８に投影を中止させる
（Ｓ３１２）。
【００９１】
　そして、Ｓ３１２の後など、プロジェクターモジュール１８による投影が行われていな
い間にユーザにより投影切替操作部２５が操作された場合（Ｓ３１６）、プロジェクター
制御部１０８は、開閉部８の回転角が所定範囲外でなければ（Ｓ３２０）、プロジェクタ
ーモジュール１８に投影を開始させる（Ｓ３２４）。
【００９２】
　一方、プロジェクター制御部１０８は、開閉部８の回転角が所定範囲外であることが角
度検出部１０７により検出された場合（Ｓ３２０）、プロジェクターモジュール１８に投
影を開始させず、表示制御部１０４が、タッチパネル１２に投影開始のための誘導画面を
表示させる（Ｓ３２８）。投影開始のための誘導画面としては、例えば、「投影レンズを
水平方向に向けて下さい。」というメッセージを含む画面が挙げられる。その後、Ｓ３１
６からの動作が繰り返される。
【００９３】
　以上説明した第２の動作例によれば、開閉部８の回転角が所定範囲外である時に投影が
行われる場合を防止できるので、投影中のユーザによるタッチパネル１２の操作性を確保
することが可能である。
【００９４】
　　＜５．むすび＞
　以上説明したように、本発明の実施形態によれば、投影レンズ１８８は開閉部８に設け
られるので、ユーザは、開閉軸Ｌ１回り、または回転軸Ｌ２回りに開閉部８を回転させる
ことにより、投影レンズ１８８の向き、すなわち、投影レンズ１８８からの投影方向を簡
易に調節することができる。また、投影レンズ１８８を含むプロジェクターモジュール１
８は、撮像光学系３１が設けられる本体４とヒンジ機構６を介して間接的に連結されるの
で、プロジェクターモジュールにおいて発生した熱の撮像光学系３１への伝播量を抑制す
ることができる。
【００９５】
　また、本発明の実施形態によれば、投影レンズ１８８は基本収納状態において開閉部８
の回転軸Ｌ２よりも上側に位置するように設けられるので、投影レンズ１８８から壁への
投影画像の下部が机や床に遮られてしまう場合を抑制することが可能である。さらに、本
発明の実施形態によれば、開閉部８の本体４に対する開閉状態または回転状態に応じてプ
ロジェクターモジュール１８による投影のオンオフを制御することができる。
 
【００９６】
　なお、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００９７】
　例えば、本明細書の撮像装置１の処理における各ステップは、必ずしもフローチャート
として記載された順序に沿って時系列に処理する必要はない。例えば、撮像装置１の処理
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、並列的に処理されてもよい。
【００９８】
　また、撮像装置１に内蔵されるハードウェアを、上述した撮像装置１の各構成と同等の
機能を発揮させるためのコンピュータプログラムも作成可能である。また、該コンピュー
タプログラムを記憶させた記憶媒体も提供される。
【符号の説明】
【００９９】
　１　　　撮像装置
　４　　　本体
　６　　　ヒンジ機構
　８　　　開閉部
　１２　　タッチパネル
　１０　　制御部
　１６　　角度センサ
　１８　　プロジェクターモジュール
　２０　　操作入力部
　２１　　ズーム操作部
　２２　　マニュアル操作部
　２３　　静止画撮像操作部
　２４　　モード操作部
　２５　　投影切替操作部
　３０　　撮影部
　３１　　撮像光学系
　４０　　記録再生処理部
　１００　主制御部
　１０７　角度検出部
　１０８　プロジェクター制御部
　１８８　投影レンズ



(14) JP 5609561 B2 2014.10.22

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(15) JP 5609561 B2 2014.10.22

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(16) JP 5609561 B2 2014.10.22

【図１１】 【図１２】

【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】

【図１４】



(17) JP 5609561 B2 2014.10.22

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  生田　勝己
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
(72)発明者  柏木　温子
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
(72)発明者  齋藤　靖好
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
(72)発明者  海老根　信人
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内

    審査官  田井　伸幸

(56)参考文献  特開２０１０－１７７８７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１１４４７６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２５２２８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０７８７５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２４４３２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０８０８７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０９６５４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２３６７４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２０６５８８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｂ　２１／００－２１／１０、２１／１２－２１／１３、
              　　　　　　　２１／１３４－２１／３０、３３／００－３３／１６
              Ｈ０４Ｍ　　１／０２－　１／２３
              Ｈ０４Ｎ　　５／２２２－　５／２５７


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

